
 

 

 

令和５年５月 17日    

 （通算第 611号）   

長野県庁家畜防疫対策室 

   電話 026-235-7232   

 

 

 

 

  

 

 

   
近年、農林水産省は産業動物獣医師の偏在化や情報通信機器の高度化、普及等を

踏まえ、遠隔診療の積極的な活用を求めています。そこで、本県における遠隔診療体
制の普及を図るため、遠隔診療の導入の流れや利点・課題について情報共有を行い、
養鶏現場における獣医療体制を構築する一助となるよう、研修会を開催します。 
 
 

１ 「高病原性鳥インフルエンザの発生状況及び遠隔診療の概要について」 

長野県農政部園芸畜産課家畜防疫対策室 川島 大樹 

２ 「長野県の養鶏現場における遠隔診療体制普及の検討状況」 

   長野県松本家畜保健衛生所 山口 慎輝子           
   遠隔診療導入の流れ・利点・課題（仮題） 

株式会社 ESAC 代表取締役社長 獣医師 永井 寿宗 氏   
★ 講演後、質疑応答の時間を設けます。 

 

 

 

 

（１）ZOOMによるオンライン参加 

①参加者氏名 ②所属 ③電話番号を入力して、下記のメールアドレス宛に送信して 

ください。 

kachiku-boeki@pref.nagano.lg.jp 
６月６日までに送信元のメールアドレスへ Zoomの招待URL をお知らせします。 

 

（２）会場（長野県松本家畜保健衛生所）での参加 
会場での参加を希望される方は、５月 31日までに下記の家畜防疫対策室までお電話で申込を 

してください。なお、参加人数が多い場合は、人数を調整する場合があります。 

 

 

  

養鶏現場における遠隔診療の導入の一助として 

「遠隔診療に関する研修会」を開催します     
開催日時：令和５年６月８日（木）13：30～14：30 
開催方法：ZOOM及び長野県松本家畜保健衛生所会議室 

対象者：養鶏生産者、畜産関係団体、獣医師、市町村、県関係機関等 

【お問い合わせ先】  
 長野県園芸畜産課家畜防疫対策室 （担当：川島） 
TEL ０２６－２３５－７２３２ 

情報提供 
 

講 演 

参加方法は２通り！ ５月31日（水）までにお申し込みください 
（鶏を中心とした研修会ですが、遠隔診療に興味のある他畜種の関係者の方
のご参加もお待ちしております。） 

 


